
新型コロナウイルス関連情報に
ついてはこちらをご覧ください
市ホームページ関連サイト
記事ID 0055345

主な内容
②　8月3日からの大雨による災害情報
⑤　市公式LINEをリニューアル
⑥　令和5年度　保育園・学童保育所の申し込み受け付け
⑩　長寿のお祝い
⑭　クマの出没にご注意を
㉒　私が輝く職場

一人一人の力が大きな力に
豪雨災害のボランティア活動

№ 175
10月
Oct� 2022
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水害復興に少しでも力になりたい
荒川中学校３年生が地元事業者をお見舞い（坂町駅前商店街）

困難な状況下でも笑顔を届けたい
子どもたちが夏のサンタに。全世帯にプレゼントを届ける（高根集落）

　荒川中学校３年生が、８月の大雨によ
る災害で被災した坂町駅前商店街の事業
者を訪れ、手書きのお見舞い文を手渡し
ました。
　荒川中学校では、例年地元事業者の協
力を得ながら地域貢献活動を行っており、
今年５月にも駅前商店街の事業者へ地域
貢献活動のアドバイスを求め、インタ
ビューなどを行っていました。
　中学校３年生は、「自分の家も被災してし
まったが、通学路となっている駅前商店街
の被災状況を見て、自分たちにも何かでき
ることがないかと考えている。早く元の生
活に戻れるよう、みんなで力を合わせて頑
張っていきたい」と話していました。

　大雨による被害の片付けと長期間の断水
に見舞われた高根集落。こんな時だからこ
そ、少しでも集落の人に笑顔になってもら
おうと、子どもたちが全ての世帯に支援物
資などを配りました。
　配られたのは、高根に届いた水などの支
援物資のほか、高根出身で和食現代の名工、
鈴木直登氏が作った折詰、新潟市のキッチ
ンカーのおかずBOXの計３点。子どもた
ちは一軒一軒周り、「お弁当です」「支援物資
です」と説明しながら手渡していました。
　受け取った人たちは「かわいい子どもた
ちに届けてもらい、おかげさまでいっぱい
元気をもらいました」と感謝していました。

▲小岩内集落の方々をねぎらう岸田総理

▲事業者を訪ね、お見舞い文を手渡しました▲今何が必要か、アンケートも実施

▲災害発生時の避難行動について説明する小岩内集落の松本区長 ▲災害時の避難行動に感銘を受けていました

▲土石流の発生状況の説明を受ける岸田総理

▲思いのこもった３点の品々

▲和食現代の名工、鈴木氏

がんばろう!!　村上8月3日からの大雨による災害から2カ月
少しでも早く日常を取り戻すため

「生活再建に全力で取り組む」と、力強い言葉
岸田内閣総理大臣・谷防災担当大臣視察（小岩内集落ほか）
　９月４日、岸田内閣総理大臣と谷防災担当大臣が被災地の状況を視察しました。谷防災担当大臣は８月20日に
引き続きこの日が２回目の視察で、激甚災害指定に向けご尽力いただきました。岸田内閣総理大臣は市長や復旧
担当者からの説明を受け、まだ被災の爪あとが残る現状を目の当たりにし、集落の方々を前にして「生活再建に
全力で取り組んでいく」と力強く話しかけていました。
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機能も利便性もアップ
市公式LINEを
リニューアルしました
　６月から市の公式LINEの運用を開始していましたが、９月からリニューアルし、さまざまな情報や機能を追
加してより一層使いやすくなりました。ぜひ、友だち登録してご利用ください。

便利機能♪例えば…
道路の損傷個所など、位置情報や写真を添付して報告いただけます。

受信設定のお子さんの生年月を設定することで、月齢に合わせた情報を配信する予定です。

「ごみの分別が分からない…」。そんな時はトーク画面でごみの種類を入力すると回答し
てくれます。（例）空き缶、電池、布団など

村上市メールマガジンと連携しているため、防災情報も充実。

「基本メニュー」「防災・コロナ」の２つのタグ、合わせて17個のリッチメニューを用意しています

まずは上の二次
元コードから「友
だち」登録をし
てください。

ここのタグをタップすれば
切り替わります

「友だち登録ありがと
うございます」のウエ
ルカムメッセージの
後、矢印のリッチメ
ニュー「受信設定」を
行います。

生年月、欲しい情報、
お住まいの地域などを
設定することにより、
あなたに当てはまる情
報のみを受け取れるよ
うになります。（セグメ
ント配信と言います）

問い合わせ 企画戦略課企画政策室　☎53−2111（内線3812） 記事 ID 0068023

８月３日からの大雨による災害関連情報
安心して暮らせる、生活の拠点確保のため
建設型応急住宅の入居が開始されました

　９月13日、荒川地区公民館裏駐車場に建設が進めら
れてきた建設型応急住宅が完成し、小岩内集落の33世
帯に鍵の引き渡しが行われました。
　この建設型応急住宅は、８月３日からの大雨による
災害で住宅の被害を受けた方に対して災害救助法に基
づく簡易な住宅を仮設し、一時的に居住の安定を図る
ために建設されたもので、新潟県が設置し、管理は市
が行います。
　入居期間は、県から市に引き渡しのあった日から２年
とされており、この間、小岩内集落への立ち入りについ
ては制限を設け、大沢川の砂防ダムの流木処理など、集
中した災害復旧に取り組んでいくことになります。

応急住宅の住所
〒959−3134
村上市羽ケ榎104番地25
羽ケ榎応急仮設住宅○○号

　行政区管轄　
　小岩内集落の皆さまが入居される羽ケ榎応急仮設住
宅は荒川地域になりますが、これまで同様、神林地域
の小岩内区として神林支所が管轄いたします。

生活復旧支援政策は
こちらから

▲荒川地区公民館裏に33世帯入居可能の応急仮設住宅が完成しました

▲�システムキッチンなどのほか、家電や家具、寝具、食器も備
え付け

▲２世帯で使用する場合の一例



7　　2022.10.1　　市報むらかみ 市報むらかみ　　2022.10.1　　6

令和５年度　保育園・学童保育所

申し込みを受け付けます
問い合わせ こども課子育て支援室　☎53−3362 記事 ID 0055047問い合わせ こども課子育て支援室　☎75−8939 記事 ID 0055046

申し込みできる人
・市に住民登録を有している人
・令和５年４月１日までに市に転入予定の人
・�父母および祖父母などが就労や傷病などの理由で
保育を必要としている人

入園決定までの流れ
①�「保育園等施設利用（入園）申請書」に必要事項
を記入します。申請書は、こども課子育て支援室、
各支所地域振興課地域福祉室、各保育園、認定こ
ども園、各地域型保育事業所で10月18日㈫から
配布します。
　※市ホームページからもダウンロードできます
②�申請書を提出します。提出場所は配布場所と同じ
です。
③�申請書の内容により、総合的に保育の必要性を判
断して「支給認定証」を交付します。
④�入園決定者に、令和５年２月上旬ごろに「入園承
諾書」を交付する予定です。入園希望の多い保育
園では、入園調整などを行う場合があります。

保育料
▶３～５歳児クラスの保育料は無料です。
　※�副食費（おかず、おやつなど）については、保
護者の負担となります。ただし、年収360万円
未満相当世帯と第３子以降のお子さんについて
は、副食費も免除されます

▶０～２歳児クラスは次のとおりです。
・�保育料は、お子さんと生計が一緒の父母の市民税
額により決定します。（父母の両方が非課税の世帯
は、生計が一緒の祖父母の市民税を合算する場合
があります）
・�市民税の非課税世帯は無料です。
※�認定こども園、各地域型保育事業所についても同
様の取り扱いとなります

　市では、保護者が仕事などで日中自宅にいない場
合に、小学生が放課後を楽しく安全に過ごすことが
できる場として学童保育所を設置しています。令和
５年４月から入所を希望する場合は、受付期間内に
こども課子育て支援室または各支所地域振興課地域
福祉室に申し込んでください。

対象児童
放課後、自宅に保護者などがいない市内の小学生

利用料
１人　5,000円（月額）
※その他、おやつ代がかかります

各学童保育所の校区・連絡先など

開設時間
放課後～午後６時30分
※土曜日と夏休み期間などは午前７時30分
　～午後６時30分

休所日
日曜日、祝日、お盆（８月13日～ 18日のうち連続
する３日間）、年末年始（12月29日～１月４日）
※その他の都合により、休所する場合があります

児童の送迎
　児童は放課後、学校から徒歩またはバスで学童保
育所へ行きます。帰宅時は保護者などが迎えに来て
ください。

その他
・�定員以上の申し込みがあったときは、選考となり
ます。
・�土曜日および夏休み期間などは、他の学童保育所
で保育する場合があります。
・�申込書は、こども課子育て支援室、各支所地域振
興課地域福祉室および各学童保育所で10月18日
㈫から配布します。（市ホームページからもダウン
ロードできます）、必要事項を記入の上、提出し
てください。提出場所は配布場所と同じです。

その他
　詳しくは、申請書と一緒に配布する「入園のご案
内」または市ホームページをご覧ください。

各園の連絡先・定員など

保育園の入園について学童保育所の入所について

地域 保育園名 電話番号 定員
乳児保育
受入月齢

村上

第一保育園 52−3085 �90人 ４カ月
第二保育園 52−2488 100人 ４カ月
岩船保育園 56−7124 120人 ４カ月
瀬波保育園 52−4400 110人 ４カ月
山辺里保育園 53−1541 130人 ４カ月
山居町保育園 52−4179 110人 11カ月
村上いずみ園
（認定こども園） 52−4431 �75人 ６カ月

ゆりかご保育園
（地域型保育事業所） 53−2575 15人 ３カ月

マイマイ保育園
（地域型保育事業所） 52−6706 8人 12カ月

認可保育園　きらら
（地域型保育事業所） 53−6648 19人 ３カ月

荒川
金屋保育園 62−2355 120人 ４カ月
あらかわ保育園
（公設民営） 62−0015 210人 ４カ月

神林

向ヶ丘保育園
（公設民営） 66−8330 160人 ４カ月

みのり保育園
（公設民営） 66−8370 130人 ４カ月

朝日

舘腰保育園 72−1554 100人 ４カ月
高南保育園 72−1153 �90人 ４カ月
猿沢保育園 72−1170 �90人 ４カ月
あんず保育園
（地域型保育事業所） 60−2222 19人 ２カ月

山北 山北そらいろ保育園 77−2012 90人 ４カ月

校　　区 学童保育所 電話番号 定員

村上小学校 二之町学童保育所 53−3323 50人

村上南小学校

南町学童保育所 53−3077 40人

なんしょうクラブ
080
−1248
−6118

50人

岩船小学校 岩船学童保育所 56−8787 45人

瀬波小学校 瀬波学童保育所 53−4130 60人

山辺里小学校 山辺里学童保育所 52−3321 45人

保内小学校 保内学童保育所
62−3104
荒川支所
地域振興課

70人

金屋小学校 金屋学童保育所 62−2101 20人

神林地域内小学校 神林学童保育所 66−7297 45人

朝日地域内小学校 朝日学童保育所 53−4711 40人

さんぽく小学校 さんぽく森のなか
よし学童保育所 77−3999 60人

受
付
期
間
11月１日㈫～ 15日㈫
※土・日曜日、祝日を除く
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第68回 村上市元旦マラソン大会参加者募集第15回村上市美術展覧会・第８回村上市文化展
第５回アニメイラスト展

問い合わせ 生涯学習課文化行政推進室（市教育情報センター内）☎53−7511 記事 ID 0060433

問い合わせ 神林地区公民館
☎60−1500

問い合わせ 村上地区公民館　☎53−2446

問い合わせ 山北地区公民館
☎77−3798 問い合わせ 岩船まちづくり協議会事務局

☎56−7071

問い合わせ 村上市元旦マラソン大会実行委員会（村上体育館内） 記事 ID 0070404

神林農村環境改善センター

神林地区文化祭
11月３日（木・祝）・４日㈮
午前９時～午後６時

内容
・文化協会員の作品展示
・�地区保育園児、小・中学生の作
品展示
・地区出身作家の特別作品展

マナボーテ村上

村上地区公民館まつり
10月８日㈯・９日㈰
午前９時～午後４時

内容
・村上地区公民館で活動する団体による作品展示
・体験会　ボードゲーム体験、囲碁体験（両日）、レクダンス体験
　（８日㈯午前のみ）、創作体験（９日㈰）、映像作品上映（９日㈰午後）
・村上市食生活改善推進委員協議会のイベント（８日㈯午前のみ）、
　特別展示（両日）
・音楽とおどりの集い
　10月８日㈯　会場：教育情報センター　視聴覚ホール
　【第１部】午前10時～正午　【第２部】午後１時～４時
　※今年の音楽とおどりの集いは、２部制で行います

さんぽく会館

山北地区文化祭
11月５日㈯・６日㈰
午前９時～午後６時
※６日は午後２時30分まで
内容
・�地区住民の作品展示、お茶会など
※�６日は午前９時から山北総合体
育館で「さんぽく祭（芸能祭り・
軽トラ市など）」を開催します

岩船小学校体育館

岩船地区文化祭
11月３日（木・祝）
午前９時～午後１時

内容
地区住民、地区団体、未就学児、
中学校の作品展示など
※�新型コロナウイルス感染症の流
行状況によっては中止となる場
合があります

と き 令和５年１月１日（日・祝）
［受付・開会式］　午前８時10分～９時20分
※開会式については短縮して実施する予定です

選手受付 村上体育館　屋内駐車場
・健康で大会規定を遵守できる方
・�「体調管理チェックシート」または「テレサ（体温管理活用アプリ）
を用いて体調チェックを実施し、健康状態を大会当日に報告でき
る方
・ペアマラソンは、２人１組で参加してください。
（例：親子、夫婦、兄弟、友達など）

参加資格

制限時間 10kmの部：70分以内
参 加 費 ・小～高校生　　1,500円

・一般　　　　　4,000円
・ペアマラソン（１人）
　　高校生以下　1,500円
　　一般　　　　2,500円
　※エントリー後の種目変更はできません
　※参加費の返金はしません

申込期間 10月11日㈫～ 11月21日㈪
※インターネットで申し込む場合は11月28日㈪

申込方法 次のいずれかの方法で申し込んでください。
①村上体育館または各地区総合体育館に参加費を添えて申し込む
②インターネットで申し込む
　（ランネット、スポーツエントリー）
③要項に添付してある「払込取扱票」を使用して郵便局で申し込む

そ の 他 荒天や災害発生、感染拡大、その他諸事情により内容変更や中止な
どを行う場合があります。

と　き 11月19日㈯～ 21日㈪　午前９時～午後５時
※初日は午前９時30分開始、最終日は午後４時終了

ところ 市民ふれあいセンター
※昨年と会場が異なりますのでご注意ください

その他 入場料は無料。
作品カタログ（１部200円）を会場受付で販売します。

村上市美術協会員による出展作品の解説会を行います
　日本画部門　　　　11月19日㈯　午後１時30分～　解説員：本

ほん

間
ま

準
じゅん

二
じ

　洋画・版画部門　　11月19日㈯　午後２時30分～　解説員：渡
わた

邊
なべ

正
まさ

夫
お

　彫塑・工芸部門　　11月20日㈰　午前10時～　　　解説員：大
おお

滝
たき

豊
ゆたか

　写真部門　　　　　11月20日㈰　午後１時30分～　解説員：荻
おぎ

根
ね

沢
ざわ

久
ひさ

和
かげ

種目 部門 スタート
１㎞ ① ペアマラソン 午前９時50分

２㎞
② ペアマラソン 午前９時55分
③ 男子小学生低学年

午前10時15分
④ 女子小学生低学年

３㎞

⑤ 男子中学生

午前10時25分
⑥ 女子中学生
⑦ 女子高校生以上
⑧ 男子30歳～ 49歳
⑨ 男子50歳以上
⑩ 男子小学生高学年

午前10時30分
⑪ 女子小学生高学年

※参加者全員に記念品（タオル）を差し上げます
※完走証はWEBからのダウンロードとなります
※紙面発行希望者は有料送付となります

種目 部門 スタート

５㎞

⑫ 男子中学生

午前10時50分

⑬ 男子高校生～ 29歳
⑭ 男子30 ～ 39歳
⑮ 男子40 ～ 49歳
⑯ 男子50 ～ 59歳
⑰ 男子60歳以上
⑱ 女子高校生～ 39歳
⑲ 女子40歳以上

10㎞

⑳ 男子高校生～ 29歳

午前10時40分

㉑ 男子30 ～ 39歳
㉒ 男子40 ～ 49歳
㉓ 男子50 ～ 59歳
㉔ 男子60歳以上
㉕ 女子高校生～ 39歳
㉖ 女子40歳以上

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
！

ゲストランナー
村上市スペシャルアンバサダー

東京2020パラリンピック銅メダリスト

永
な が

田
た

務
つとむ

選手（BESS所属）
市民の文化・芸術の祭典

一般公募した絵画や工芸作品、書道、写真などを展示します。
このほか、村上市岩船郡PTA協議会による児童生徒の図画作品展も開催します。
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問
い
合
わ
せ
新
潟
県
村
上
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
企
画
調
整
課　
☎
53
‐
８
３
６
１

令
和
４
年
度　
新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

─
わ
た
し
の
主
張
─　
村
上・岩
船
地
区
大
会

　

郡
市
内
の
各
中
学
校
の
代
表
者
10
名
が
、
日

常
生
活
を
送
る
中
で
感
じ
た
こ
と
や
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
を
作
文
で
主
張
し
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
発
表
会
形
式
で
地
区
大

会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年

度
は
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
郡
市
内

に
お
い
て
非
常
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
原
稿
に
よ
る
書
面
審
査
に
よ
り

行
い
ま
し
た
。
審
査
会
は
８
月
18
日
㈭
に
村

上
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
神
林
中
学
校
の
小

野
さ
ん
は
、
９
月
17
日
㈯
に
燕
市
で
開
催
さ

れ
た
新
潟
県
大
会
に
、
村
上
・
岩
船
地
域
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

全
員
の
主
張
作
文
は
、
新
潟
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

←�

全
員
の
主
張
作
文
は
、
上

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

最優秀賞

神林中学校３年

小
お

野
の

真
ま

白
し ろ

さん
私たちの世界、私たちの未来

中学生が自分の思いを作文で主張
受
賞
者
一
覧

　

奨
励
賞
以
下
は
学
校
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

賞

学
校
名
／
学
年
／
氏
名

題
　
名

最
優
秀
賞

神
林
中
学
校
３
年

小お

野の

真ま

白し
ろ 

さ
ん

私
た
ち
の
世
界
、
私
た
ち
の
未
来

優
秀
賞

村
上
中
等
教
育
学
校
１
年

赤あ
か

島じ
ま

希き

咲さ 

さ
ん

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て

優
秀
賞

山
北
中
学
校
２
年

木き

村む
ら

奈な

な々 

さ
ん

日
本
の
伝
統
文
化
を
次
の
世
代
へ

奨
励
賞

朝
日
中
学
校
３
年

菅す
が

井い

結ゆ
い

花か 

さ
ん

「
言
葉
」
と
「
心
」
の
つ
な
が
り

奨
励
賞

荒
川
中
学
校
３
年

光み
つ

林ば
や
し

愛ま
な

実み 

さ
ん

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

今
す
べ
き
こ
と

奨
励
賞

村
上
東
中
学
校
３
年

加か

藤と
う

玲れ
い

凪な 

さ
ん

報
わ
れ
る
努
力
と
は

奨
励
賞

岩
船
中
学
校
３
年

渡わ
た

邊な
べ

楓ふ

夕ゆ 

さ
ん

私
た
ち
が
気
づ
け
た
こ
と
は
・
・
・

奨
励
賞

村
上
第
一
中
学
校
３
年

遠と
お

山や
ま

め
い 

さ
ん

本
当
の
平
和

奨
励
賞

粟
島
浦
中
学
校
２
年

深ふ
か
　
ざ
わ
　
な
　
な
　
こ

沢
菜
々
子 

さ
ん

私
に
で
き
る
こ
と

奨
励
賞

関
川
中
学
校
３
年

渡わ
た

邉な
べ

陽は
る

斗と 

さ
ん

挨
拶
の
大
切
さ

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
１
）

記
事
ID
０
０
７
０
５
１
５

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

㊗
敬
老 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

１
０
０
歳
以
上
と
な
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

長
寿
祝
金
な
ど
の
贈
呈

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
１

年
以
上
続
け
て
居
住
し
て
い
る
人
で
、
今
年

４
月
２
日
か
ら
来
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
、

満
88
歳
、
満
99
歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
お
よ
び

20
年
以
上
続
け
て
居
住
し
て
い
る
満
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
人
に
、
お
祝
い
品
な
ど
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

贈
呈
対
象
者
数

満
88
歳
５
２
７
人

満
99
歳
49
人

満
１
０
０
歳
37
（
４
）
人

※�

満
１
０
０
歳
の
人
数
は
今
年
度
贈
呈
予
定

者
数
で
、（　

）
内
の
人
数
は
、
４
月
か
ら

９
月
15
日
ま
で
の
贈
呈
者
数
で
す

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
ご
本
人
ま
た
は
、
ご
家
族
か
ら
同
意
を
得
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
（
９
月
15
日
現
在
で
１
０
０
歳
と
な
ら
れ
た
方
で
す
。）

一
一
一
歳　

本
間　

キ
ク
ヨ
（
布
部
）

一
〇
六
歳　

渡
邉　

ム
ツ　

（
大
毎
）

一
〇
五
歳　

相
馬　

カ
ツ　

（
大
津
）

　
　
　
　
　

冨
樫　

ス
イ　

（
下
鍜
冶
屋
）

一
〇
四
歳　

渡
邉　

新
一　

（
脇
川
）

　
　
　
　
　

名
古
屋
ツ
ヨ
シ
（
山
口
）

　
　
　
　
　

須
貝　

ヒ
デ　

（
大
津
）

　
　
　
　
　

坂　
　

キ
ヨ　

（
藤
沢
）

　
　
　
　
　

板
垣　

ヤ
イ　

（
塩
谷
）

一
〇
三
歳　

板
垣　

セ
ン　

（
八
日
市
）

　
　
　
　
　

田
中　

　
　

（
堀
片
）

　
　
　
　
　

鍋
倉　

ツ
イ　

（
袋
）

一
〇
二
歳　

佐
藤　

哲
雄　

（
遅
郷
）

　
　
　
　
　

櫻
井　

テ
ツ　

（
福
田
）

　
　
　
　
　

田
中　

シ
ズ　

（
大
津
）

　
　
　
　
　

山
田　

一
雄　

（
門
前
）

　
　
　
　
　

安
澤　

操　
　

（
飯
野
一
丁
目
）

　
　
　
　
　

島
田　

ミ
イ
キ
（
岩
船
下
浜
町
）

　
　
　
　
　

渡
邊　

静
枝　

（
岩
沢
）

　
　
　
　
　

中
山　

ハ
ル
子
（
南
町
二
丁
目
）

　
　
　
　
　

海
沼　

タ
イ　

（
関
口
）

　
　
　
　
　

齋
藤　

ヨ
キ　

（
越
沢
）

　
　
　
　
　

中
山　

ミ
コ　

（
大
須
戸
）

一
〇
一
歳　

秋
山　

カ
ツ　

（
布
部
）

　
　
　
　
　

渡
邉　

ト
ク　

（
加
賀
町
）

　
　
　
　
　

大
滝　

キ
ヨ　

（
堀
片
）

　
　
　
　
　

渡
邉　

ミ
チ　

（
上
の
山
）

　
　
　
　
　

澁
谷　

敏
雄　

（
飯
野
桜
ケ
丘
）

　
　
　
　
　

石
栗　

ト
ラ
ヨ
（
庄
内
町
）

　
　
　
　
　

島
田　

ミ
ト
リ
（
勝
木
）

　
　
　
　
　

日
下　

チ
ヨ　

（
上
の
山
）

　
　
　
　
　

田
代　

キ
ヱ
子
（
細
工
町
）

　
　
　
　
　

山
田　

キ
イ　

（
上
の
山
）

一
〇
〇
歳　

渡
邉　

テ
イ　

（
下
鍜
冶
屋
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

ユ
リ
子
（
下
大
蔵
）

　
　
　
　
　

小
田　

ミ
ヨ
シ
（
北
新
保
）

　
　
　
　
　

蟹
井　

キ
ク
イ
（
山
田
）

　
　
　
　
　

山
田　

ソ
イ　

（
有
明
）

　
　
　
　
　

五
十
嵐　

靜
子
（
伊
呉
野
）

　
　
　
　
　

髙
橋　

け
い　

（
名
割
）

　
　
　
　
　

八
幡　

ヨ
シ　

（
坂
町
）

　
　
　
　
　

相
馬　

千
万
子
（
飯
野
一
丁
目
）

　
　
　
　
　

瀬
賀　

ト
ミ
ノ
（
塩
谷
）

　
　
　
　
　

野　

良　
　

（
吉
浦
）

　
　
　
　
　

中
山　

ク
マ
ノ
（
岩
沢
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

フ
ミ
ヱ
（
山
居
町
一
丁
目
）

　
　
　
　
　

𠮷
田　

ミ
ツ　

（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

　
　
　
　
　

遠
藤　

辰
夫　

（
牛
屋
）

　
　
　
　
　

佐
野　

キ
ン　

（
石
住
）

　
　
　
　
　

島
田　

ト
エ　

（
松
喜
和
）

　
　
　
　
　

川
村　

ミ
ツ
ヱ
（
川
端
）

一
〇
〇
歳　

小
田　

キ
ソ　

（
北
新
保
）

　
　
　
　
　

川
﨑　

秀
子　

（
小
国
町
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

ト
キ　

（
堀
片
）

　
　
　
　
　

本
間　

德
之
助
（
寝
屋
）

　
　
　
　
　

船
山　

ヨ
ネ　

（
小
川
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

ハ
ツ　

（
桃
川
）

　
　
　
　
　

小
川　

ナ
ツ　

（
海
老
江
）

（�

敬
称
略
、
年
齢
は
９
月
15
日
現
在
の
満�

年
齢
で
す
。
）

県内最高齢！
本間キクヨさん（布部）
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問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
２
０
）

記
事
ID
０
０
６
１
８
３
２

問
い
合
わ
せ
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
２
）
記
事
ID
０
０
４
２
１
８
７

避
難
行
動
要
支
援
者
の

支
援
体
制
づ
く
り

お
母
さ
ん
の
お
口
の
健
康
は

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す

進
め
て
い
ま
す

　

災
害
が
発
生
し
た
時
や
発
生
の
恐
れ
が
あ

る
と
き
に
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し

い
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
人
は
、
災

害
時
の
避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難
場
所
へ
の

誘
導
な
ど
の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
時
に
避
難
支
援
な
ど
を
必

要
と
す
る
人
を
把
握
す
る
た
め
「
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
」
を
つ
く
り
、
避
難
支
援
等

関
係
者
（
各
町
内
や
集
落
、
自
主
防
災
会
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
）
と
情
報
を
共
有
し
、

地
域
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
に
よ
る
災
害

時
の
避
難
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

事
前
の
情
報
提
供
が
重
要
！

　

災
害
時
の
地
域
に
よ
る
避
難
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
事
前
に
避

難
支
援
等
関
係
者
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
を
提
供
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

必
ず
同
意
確
認
を
し
ま
す

　

市
で
は
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
の

対
象
と
な
る
人
に
対
し
、
避
難
支
援
等
関
係

者
へ
事
前
に
名
簿
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
の
同
意
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
10
月
下
旬
頃
に
「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
外
部
提
供
等
同
意
書
」

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
意
の
有
無
を
記
入

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
、「
同
意
し
ま
す
」
と
回
答
い
た
だ
い

て
い
る
人
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

　

�

な
お
、「
同
意
し
ま
す
（
支
援
は
不

要
）」
と
「
同
意
し
ま
せ
ん
」

と
回
答
い
た
だ
い
た
人
に

は
、
現
時
点
で
の
同
意

確
認
を
行
う
た
め
送

付
し
ま
す

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
お
よ
び
避
難

支
援
等
関
係
者
内
に
お
い
て
、
適
正
に
管
理

し
、
名
簿
は
避
難
支
援
に
関
わ
る
目
的
以
外

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
名
簿
の
提
供

時
に
、
避
難
支
援
等
関
係
者
に
対
し
て
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
十
分
に
説
明
し

ま
す
。

　

市
で
は
、
妊
娠
届
け
を
出
さ
れ
た
方
に
妊

婦
歯
科
健
診
受
診
券
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま

す
が
、
受
診
率
は
50
％
前
後
で
推
移
し
て
い

ま
す
。（
図
１
）

　

妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
の
変
化

か
ら
、
む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
く
、

進
行
し
や
す
い
時
期
で
す
。
歯
周
病
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
炎
症
性
物
質
は
陣
痛
を
促
す
働

き
が
あ
り
、
早
産
や
低
出
生
体
重
児
な
ど
胎

児
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
お
口
の
健
康
は
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
つ
わ
り

の
た
め
歯
磨
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
普
段

使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
よ
り
も
小
さ
い
も
の

を
使
う
こ
と
や
、
糸
よ
う
じ
・
歯
間
ブ
ラ
シ

を
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
歯
磨

き
が
お
っ
く
う
な
時
は
、
洗
口
剤
を
使
っ
た

う
が
い
を
す
る
こ
と
で
口
の
中
も
気
分
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

　

健
診
は
体
調
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
、

妊
娠
５
～
７
か
月
頃
の
受
診
が
お
す
す
め
で

す
。

　

は
じ
め
に
、８
月
の
豪
雨
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
受
け
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
６
月
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た「
無
料
歯

科
相
談
」で
す
が
、今
年
は
時
期
と
名
称
を
変

更
し
て
、に
い
が
た
健
口
文
化
推
進
月
間
で
あ

る
11
月
に「
健
口
フ
ェ
ア
」と
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
な
か
な
か
見
込
め
な
い
状

況
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ま
の
多
数
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
３
年
に
も
お
よ
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
状
況
下
に
お
い
て
は
外

出
が
減
り
、
人
と
の
接
触
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
方
も
多
い
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
食
生

活
が
乱
れ
て
い
る
と
、
足
腰
だ
け
で
な
く
体

幹
部
分
の
筋
肉
量
も
か
な
り
減
少
し
て
し
ま

い
ま
す
。
握
力
が
弱
く
な
り
、
ふ
く
ら
は
ぎ

も
細
く
な
り
、
人
と
話
さ
な
い
た
め
か
滑
舌

も
落
ち
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

「
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
伴
い
心
身

が
衰
え
た
状
態
を
意
味
す
る
用
語
で
す
が
、

身
体
だ
け
で
な
く
、
噛
ん
だ
り
、
飲
み
込
ん

だ
り
、
話
し
た
り
す
る
「
口
腔
機
能
」
が
衰

え
、
や
が
て
心
身
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
く
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
も
あ
り
ま

す
。
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
て
も
、
義
歯

で
噛
み
合
わ
せ
を
回
復
し
て
い
て
も
唇
・
舌
・

咽
頭
・
食
道
な
ど
の
飲
み
込
み
に
関
す
る
神

経
・
筋
肉
の
協
調
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
食
事

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル
は
口
の
中
の
わ
ず
か
な
症
状
で
あ
る

た
め
、
自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
き
に
く
い

も
の
で
す
。
定
期
的
に
か
か
り
つ
け
歯
科
医

を
受
診
し
、
小
さ
な
異
常
を
見
逃
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
お
口
で
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

村
上
市
岩
船
郡
歯
科
医
師
会
会
員
一
同
、

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

の
健
康
を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　

村
上
市
岩
船
郡
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
久
間　

利
則

避難支援等関係者への
　　　名簿提供の合意

災害時の避難支援など

避難行動要支援者名簿の
提供（同意者のみ）

避難行動要支援者

避難支援等関係者

（自治会・自主防災会）民生委員など
市役所

H30

40.5

60

50

40

30

20

10

0

（%）

R1

36.1

R2

51.3

R3

48.2

妊婦歯科健診受診率の推移
（図１）

村
上
市
岩
船
郡
歯
科
医
師
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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問
い
合
わ
せ
環
境
課
生
活
環
境
室　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
１
）

記
事
ID
０
０
５
５
３
３
９

ク
マ
の
出
没
に
ご
注
意
を

　

市
内
で
は
近
年
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
ク
マ
は

食
べ
物
を
求
め
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
野
外
で
活
動
す
る
際
は
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
今
号
で
は
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を
避
け
る
た
め
に
注
意
す
る
こ
と
、ク
マ
に
出
会
っ

て
し
ま
っ
た
際
の
対
処
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。こ

れ
ま
で
の
被
害
の
共
通
点

・
早
朝
や
夕
方
に
発
生
。

・
１
人
で
農
作
業
や
山
菜
取
り
を
し
て
い
た
。

・�

鈴
な
ど
、
音
の
出
る
も
の
を
携
行
し
て
い

な
か
っ
た
。

・�

ク
マ
の
食
べ
物
や
、
隠
れ
る
場
所
が
近
く

に
あ
っ
た
。

ク
マ
に
出
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

・�

ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
を
携
行
し
、
ク
マ
に
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
複
数
人
で
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・�

早
朝
や
夕
方
は
ク
マ
の
活
動
が
活
発
に
な

る
た
め
こ
の
時
間
帯
に
山
に
入
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

・�

ク
マ
の
足
跡
や
糞
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
引

き
返
し
ま
し
ょ
う
。

・�

子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近
く
に
母
グ

マ
が
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
決
し
て
近

ク
マ
を
人
里
に
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

　

ク
マ
は
雑
食
性
で
す
。
生
ご
み
の
処
理
は

適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
果
樹
園
を

運
営
し
て
い
る
場
合
、
収
穫
後
の
放
置
果
実

は
適
切
に
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
草
刈
機
な
ど
に
使
わ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン

や
混
合
油
な
ど
も
ク
マ
を
お
び
き
寄
せ
る
原
因

と
な
る
た
め
厳
重
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
ら

　

市
役
所
、
も
し
く
は
村
上
警
察
署
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
環
境
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
１
１
）

■
村
上
警
察
署　

☎
52
‐
０
１
１
０

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・�

ク
マ
の
餌
に
な
る
生
ご
み
な
ど
は
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

・�

防
災
メ
ー
ル
な
ど
で
出
没
情
報
の
収
集
に

努
め
、
危
険
な
箇
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

走
っ
て
逃
げ
た
り
、
大
声
を
出
し
た
り
す

る
と
、
ク
マ
が
驚
い
て
攻
撃
し
て
く
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
、
ク
マ
に
背

を
向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま

し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
ク
マ
が
自
分
に
向
か
っ
て
き
た

ら
頭
や
首
を
両
手
で
守
っ
て
う
ず
く
ま
る
な

ど
の
防
御
姿
勢
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

これまでのクマの出没情報について

市ホームページ
クマに加え、イノシシやニホンザ
ルの出没情報も公開しています。

県ホームページ

高齢者支援室だより
高齢者日常生活用具給付事業について

問い合わせ 介護高齢課高齢者支援室　☎53−2111（内線3420） 記事 ID 0034508

高齢者日常生活用具給付事業
　ひとり暮らし高齢者などを対象に、火災警報
器などの日常生活用具を給付します。

【対象】
　おおむね65歳以上のひとり暮らしまたは高齢
者のみの世帯で、心身の状況などにより、防火
などへの配慮や安否確認が必要な高齢者。
※�「おおむね65歳以上」とは、今年度中に65歳
を迎えられる人も含みます

【用具の種目、性能および基準額】
種　　目 性　　能 基準額

電磁調理器 ・�電磁による調理器であって、高齢者でも容易に使用で
きるもの。 41,000円

火災警報器 ・�屋内の火災を煙または熱により感知し、音または光を
発し知らせるもの。 15,500円

自動消火器 ・�室内温度の異常上昇または炎の接触で自動的に消火液
を噴出し、初期火災を消火するもの。 28,700円

緊急通報装置 ・�屋内に設置し、緊急時に装置のボタンを押すことにより、
家族などの登録者に緊急事態を通報し知らせるもの。 55,000円

※基準額には、用具の設置などに係る費用も含みます

【利用者負担額】
　用具の種目ごとに定められた基準額内においては、下記のとおり、対象者世帯の市民税の課税状況など
により利用者負担額が異なります。
　その他、基準額を超えた費用がある場合、その超えた費用については利用者の負担となります。

利用者世帯の階層区分 利用者負担額

生活保護世帯、市民税非課税世帯、市民税均等割のみ課税世帯 ０円

市民税の所得割額が10,000円以下の世帯 10,000円

その他の世帯 全額（事業の対象外）

【申請方法】
　用具の購入を検討しているお店（業者）に費用の見積もりを
してもらい、申請書に見積書を添付のうえ申請してください。（用
具の購入前に申請が必要です）
　申請や利用のご相談については、市役所本庁介護高齢課また
は支所地域振興課地域福祉室までご連絡ください。
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時�とき省略記号 期�期間 場�ところ 講�講師 対�対象 定�定員 ¥ �参加費 持�持ち物 申�申し込み 問�問い合わせ 内�内線 F �FAX �メール 他�その他

お知らせ
「くらし」「もよおし」「相談」
など、さまざまな情報をお届け

新型コロナウイルス感染症の状況
により、中止や延期、内容を変更
する場合があります。

今月の市税などの納期限
10月31日㈪

・市県民税　　　　　　　第３期
・国民健康保険税　　　　第４期
・介護保険料　　　　　　第４期
・後期高齢者医療保険料　第７期

く
ら
し

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

記
事
ID　
０
０
３
８
５
０
３

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
乱
開
発

や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る

た
め
、大
規
模
な
土
地
取
引
（
売
買
、

交
換
、
譲
渡
な
ど
）
に
つ
い
て
の
届

け
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
届
け

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
け

出
を
し
た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
を
要
す
る
法
定
面
積

・
都
市
計
画
区
域

　

５
千
平
方
㍍
以
上

・
都
市
計
画
区
域
以
外

　

１
万
平
方
㍍
以
上

※
個
々
の
面
積
が
小
さ
く
て
も
、
取

得
面
積
の
合
計
が
法
定
面
積
以
上

に
な
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で

す
届
け
出
方
法

　

権
利
取
得
者
は
、
契
約
（
予
約
を

含
む
）
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
２
週
間
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
企
画
戦
略
課
企
画
政
策
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
３
８
１
１
）

令
和
５
年
度　
新
入
学
児
童
の
健
康

診
断
を
行
い
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
３
８
０
６

　

対
象
者
に
は
９
月
上
旬
に
保
護
者

宛
て
に
通
知
し
ま
し
た
。
日
程
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
小
学
校　

健
康
診
断
」
で
検
索
）
か
ら
も
確
認

で
き
ま
す
。

時
10
月
中

場
各
小
学
校

対
来
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
に

　

入
学
す
る
児
童

他
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
室

　
（
☎
72
‐
６
８
８
２
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

記
事
ID　
０
０
５
３
８
２
１

　

該
当
世
帯
に
は
２
・
７
月
に
申
請

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請

期
限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
①
２
月
送
付

　

�　
令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
、
村

上
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し

て
い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が

令
和
３
年
度
の
市
民
税
非
課
税
の

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
含
む
）

　

②
７
月
送
付

　
�　

令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
、
村

上
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し

て
い
る
世
帯
で
、
世
帯
員
全
員
が

令
和
４
年
度
の
市
民
税
非
課
税
の

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
含
む
）

　

※�

②
の
世
帯
で
①
の
申
請
書
を
受

け
取
っ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外

　

※�

①
②
と
も
、
世
帯
全
員
が
課
税

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は

対
象
外

給
付
額　
１
世
帯
10
万
円

申
請
期
限　
10
月
31
日
㈪

問
福
祉
課
総
合
相
談
係

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
３
３
１
）

村
上
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更（
案
）

の
縦
覧
に
つ
い
て

記
事
ID　
０
０
４
９
０
７
９

　

村
上
・
荒
川
地
域
に
お
け
る
村
上

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
（
案
）
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
変
更

（
案
）
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間

10
月
14
日
㈮
～
28
日
㈮

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所
お
よ
び
意
見
書
提
出
先

　

上
下
水
道
課
（
神
林
庁
舎
）

問
上
下
水
道
課
工
事
管
理
室

　
（
☎
66
‐
６
１
９
３
）

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
（
一
般
職
業
適
性
検
査
）

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

　

自
分
の
能
力
と
職
業
の
適
性
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
検
査
で
、

結
果
は
個
別
に
説
明
し
ま
す
。

時
10
月
18
日
㈫
、
11
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

対
15
～
49
歳
ま
で
の
就
職
を
目
指
し

て
い
る
人

定
４
人
（
先
着
順
）

他
資
料
請
求
（
無
料
）
だ
け
で
も
お

気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 
申
事
前
に
下
越
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
村
上
常
設

サ
テ
ラ
イ
ト（
☎
50
‐
１
５
５
３
）

国
民
年
金
保
険
料
が
追
納
で
き
ま
す

記
事
ID　
０
０
５
１
１
５
１

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
受
給
す
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
の
保

険
料
を
最
大
10
年
前
ま
で
遡
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
の
追
納
に
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
新
発
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８
）

10
月
１
日
～
11
月
30
日
は
「
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」
実
施

　

薬
物
の
乱
用
は
、
私
た
ち
の
身
近

で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
が
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
結

果
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、「
ゼ
ッ

タ
イ
」
に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自

覚
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

薬
物
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
０
１
１
３
）

・�

新
潟
県
感
染
症
対
策
・
薬
務
課
薬

務
係

　
（
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
７
）

他
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
や
資
料

の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
新
潟
県
村
上
保
健
所

　
（
☎
53
‐
８
３
６
８
）

も
よ
お
し

む
ら
か
み
食
育
フ
ェ
ア

記
事
ID　
０
５
３
３
３
６
４

　
「
減
塩
・
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ

よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
食
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

時
10
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

内
容

　

食
生
活
改
善
推
進
委
員
が
考
案
し

た
簡
単
野
菜
料
理
・
野
菜
を
３
５

０
㌘
使
用
し
た
１
日
の
献
立
例
を

展
示
、
野
菜
人
形
づ
く
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）、
塩
分
・
糖
分
に
つ
い
て
の

展
示
、
ス
ケ
ッ
チ
ク
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
、
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

な
ど

他
食
育
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

た
方
に
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

問
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

　
（
市
役
所
本
庁
内
２
４
４
０
）

村
上
市
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
２
２

記
事
ID　
０
０
７
０
５
５
５

時
10
月
８
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時

場
消
防
本
部

内
容

　

消
防
車
両
の
展
示
（
防
火
衣
を
着

用
し
て
消
防
車
と
記
念
撮
影
）、

通
信
指
令
室
の
一
般
公
開
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
絵
画
展
示
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
（
雨
天
中
止
、
３

歳
以
上
、
先
着
50
組
。
整
理
券
は

午
前
11
時
30
分
か
ら
配
布
）
な
ど

他
火
災
や
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
総
務
課
消
防
広
報
係

（
☎
53
‐
７
２
２
１
）

〈有料広告〉 〈有料広告〉 〈有料広告〉

家族葬ホールもございます（20名まで）

〈有料広告〉

■時10月26日㈬　午後１時30分～３時30分
場マナボーテ村上２階
￥無料
対認知症の方やその家族、関心のある人など
申不要
他入室前に体調などを確認させていただきます。
問介護高齢課地域包括支援センター
　（市役所本庁内3431）

かたるんカフェ（認知症カフェ）で気軽に語
り合いませんか 記事ID　0035578

第21回むらかみ宵の竹灯籠まつり

　竹灯籠の光と生演奏の音が織りなす幻想的
なイベントです
■時10月８日㈯・９日㈰
　午後４時30分～８時30分
■場安善小路（黒塀通り）とその周辺
■￥無料
■問駅前観光案内所
　「むらかみ旅なび館」
　（☎53−2258）

むらかみ宵の竹灯籠まつりに伴う
まちなか循環バス「あべっ車」運行の変更について
　両日とも交通規制のため、大回りの５便は
「塩町」と「塩町稲荷神社前」を通らず迂回
して運行します。
■問新潟交通観光バス㈱村上営業所
　（☎53−4161）
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時�とき省略記号 期�期間 場�ところ 講�講師 対�対象 定�定員 ¥ �参加費 持�持ち物 申�申し込み 問�問い合わせ 内�内線 F �FAX �メール 他�その他

鮖
谷
（
河
岸
段
丘
）
の
自
然
観
察
会

　

大
石
川
の
両
岸
に
は
河
岸
段
丘
が

発
達
し
て
お
り
、
自
然
と
人
々
の
生

活
が
調
和
し
て
い
ま
す
。
植
物
や
小

動
物
な
ど
の
観
察
を
行
い
、
里
山
を

体
感
し
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
関
川
村
鮖
谷
集
落

　
［
集
合
］
道
の
駅
関
川
駐
車
場

定
20
人
（
先
着
順
）

￥
５
０
０
円
（
保
険
料
、
写
真
代
な

ど
）
※
高
校
生
以
下
は
無
料

申
10
月
８
日
㈯
ま
で
に
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問 

申
い
わ
ふ
ね
自
然
愛
好
会
（
富

樫
☎
・
Ｆ
73
‐
１
３
４
８　
〒
９

５
８
‐
０
２
１
３　
村
上
市
早
稲

田
１
９
６
２
‐
47
）

介
護
予
防
講
演
会
「
い
く
つ
に
な
っ

て
も
『
元
気
』
に
な
れ
る
」

　
「
年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

元
気
応
援
教
室
で
元
気
に
な
っ
た

方
の
紹
介
や
元
気
で
過
ご
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

時
10
月
25
日
㈫

　

午
後
２
時
～
４
時

場
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
㈱
ラ
イ
フ
リ
ー　

代
表
取
締
役　

佐
藤
孝
臣�

氏
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
羽
衣　
市
井
哲�

氏
、

　
元
気
応
援
あ
さ
ひ
教
室
参
加
者

￥
無
料

申
不
要

他
会
場
に
て
体
調
な
ど
を
確
認
し
ま

す
。

問
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
市
役
所
本
庁
内
３
４
３
０
）

縄
文
の
里
・
朝
日 

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

　

こ
ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
味
の
し
み
る

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
手
が
痒
く
な
ら
な
い
作
り
方
を

お
教
え
し
ま
す
。

時
11
月
４
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
８
人
（
先
着
順
）

￥
６
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
蓋
付
き
容

器（
市
販
の
２
丁
分
入
る
大
き
さ
）

問 

申
10
月
23
日
㈰
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

お
な
か
の
健
康
教
室 

～
図
書
館
か
ら
健
康
を
お
届
け
～

　

腸
内
環
境
と
食
事
・
運
動
の
関
わ

り
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
講
演
会

で
す
。

時
11
月
４
日
㈮

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

講
新
発
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

￥
無
料

定
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
電
話
ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で

問 

申
中
央
図
書
館

　
（
☎
53
‐
７
５
１
１
）

相
談

10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す

記
事
ID　
０
０
５
４
３
９
２

　

行
政
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談

を
受
け
、
関
係
機
関
に
助
言
や
通
知

な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
」「
行
政
機
関
に
申
請
し

た
が
手
続
き
が
進
ま
な
い
」「
窓
口
に

行
き
づ
ら
い
」
な
ど
の
時
は
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
毎
月
の
相
談
日
は
、
市
報
む
ら
か

み
お
知
ら
せ
版
の
15
日
号
の
各
種

相
談
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

問
市
民
課
生
活
人
権
室
（
市
役
所
本

庁
内
２
２
３
１
）
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
市
民
生
活
室

ス
ポ
ー
ツ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ 

「
親
子
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
」

時
10
月
９
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場
朝
日
山
村
広
場

内
容　
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
、
ク
ラ
フ

ト
コ
ー
ナ
ー
な
ど

￥
無
料

申
不
要

問
愛
ラ
ン
ド
あ
さ
ひ

　
（
☎
72
‐
１
４
４
５
）

後
期　
健
康
太
極
拳
教
室 

（
全
11
回
）

時
10
月
13
日
～
３
月
23
日
ま
で
の

　

第
２
・
４
木
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
村
上
体
育
館

￥
１
回
５
０
０
円

　

※
会
員
の
み
11
回
３
８
５
０
円

問 

申
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み

　
（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

親
子
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ 

～
自
然
と
五
感
で
楽
し
も
う
～

記
事
ID　
０
０
７
０
５
１
３

時
10
月
30
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

場
朝
日
山
村
広
場

対
小
学
１
～
３
年
生

定
親
子
20
組
（
先
着
順
）

￥
２
０
０
円

内
容　
宝
さ
が
し
、
目
か
く
し
探
索

問 

申
10
月
19
日
㈬
ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
協
議
会
（
☎
53
‐
２

４
４
６
）

〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉

読み聞かせ日程
【中央図書館】
■時�10月８日㈯・15日㈯・
　18日㈫
　午前11時～
【荒川公民館】
■時�10月23日㈰　午前10時～
■問中央図書館（☎53−7511）

教育情報センター　情報ひろば
プラネタリウム
時10月８日㈯・23日㈰
　　①午前11時～
　　②午後１時30分～
　　③午後２時30分～
￥�大人（高校生以上）200円、小人（小学生以上）
100円、小学生未満は無料
問教育情報センター（☎53−7511）

10月は「いじめ見逃しゼロ強調月間」です
　学校、家庭、地域社会が一緒になって子どもたち
を見守り、いじめを見逃さないようにしましょう。

問新潟県教育庁生徒指導課支援相談班
　（☎025−280−5793［直通］）

子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ
記事ID　0052919

■秋のピクニック
　どんぐりや松ぼっくりを拾ったり、広い芝生広場
で楽しく遊びましょう。
■時10月20日㈭　午前10時～11時30分
■場新潟県立少年自然の家
■対未就学児とその保護者　　■定20組（先着順）
■￥子ども１人300円
■持必要な方はベビーカー
■問��■�申10月３日㈪～17日㈪の間に神林子育て支援セ
ンター（☎66−7297）

■ママの時間「フォトフレーム作り」
　ゆったりとした時間の中で素敵なフォトフレーム
作りをしませんか？
■時10月26日㈬　午前10時～11時30分
■場村上農村環境改善センター
■講髙橋慶子�氏　　■対未就学児の保護者
■定12人　　■￥100円
■持写真、布切りはさみ、手拭きタオル
■他�託児ルームがあります。定員は12人で申し込みが
必要です。

■問�■�申10月４日㈫～21日㈮の間に山辺里子育て支援
センター（☎53−1577）

■育児講座「ヨガでリフレッシュ」
　ヨガで体をほぐし骨盤周りや自律神経を整え、心
も体もリフレッシュしましょう
■時10月27日㈭　午前10時～11時30分
■場マナボーテ村上　　■講近愛�氏
■対未就学児とその保護者　　■定15人（先着順）
■￥100円
■持ヨガマット、フェイスタオル、飲み物
　※ヨガマットが無い方は当日貸し出し可能
■他�託児ルームがあります。定員は15人で申し込みが
　必要です。
■問�■�申10月４日㈫～25日㈫の間に上海府子育て支援
センター（☎58−2026）
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第29回ふるさとの
観光と大物産まつり

岩船大祭
露店開設および屋台運行に伴う交通規制マイナポイント第２弾の申し込みができます！

宝くじの助成金で太鼓やビニール提灯を整備

　村上・岩船地域の自慢の味と技が大集合します。
３年ぶりの開催で、ガラポン抽選会では豪華景品
を多数用意します。

■時10月22日㈯・23日㈰
　午前10時～午後３時
■場市民ふれあいセンター

内容
　・岩船産コシヒカリや特産品のプレゼント
　　（両日先客100名様）
　・臥牛山の塩ちゃんこ鍋の販売
　・バルーンアート
　・山田夢遊マジックショー
　・豪華特産品が当たる抽選会など

■問越後村上物産会（☎52−2341）

【交通規制について】
■期10月18日㈫～20日㈭
規制内容　全面車両通行止め

【バス運行の変更】
　19日㈬の石船神社から八日市を通過するバスは
終日、岩船三日市～岩船港大橋～臨港道路へ迂回
して運行します。
■問新潟交通観光バス㈱村上営業所（☎53−4161）

【来場の皆さまへお願い】
（新型コロナウイルス感染防止対策）
・�指定する飲食スペースを除き、露店開設区域内
での飲食はできません。露店営業はテイクアウ
ト販売に限定しますので、お持ち帰りください。
・�発熱や咳、咽頭痛などの症状がある方は来場を
控えてください。
・基本的な感染防止対策にご協力ください。

　令和４年９月末までにマイナンバーカードを申請された方は、国の消費活性化策で
あるマイナンバーカードを活用した３つのマイナポイント事業に申し込むことができ
ます。

①「マイナンバーカードの新規取得等」上限5,000円分のポイント
　マイナンバーカードを新たに取得し、マイナポイントの申し込み後、20,000円まで
のチャージまたはお買い物をすると、ご利用金額の25%のマイナポイント（上限5,000
円分）を受け取ることができます。
※�マイナポイント第１弾に申し込んでいない方が対象です。令和３年12月末までにマ
イナポイント第１弾に申し込んだ方で、まだ20,000円のチャージやお買い物を行っていない場合（上
限5,000円分までポイント付与を受けていない方）は、上限までポイントの付与を受けることができま
す。マイナポイント申し込み期限は令和５年２月末までです

②「マイナンバーカードの健康保険証としての利用申し込み」7,500円分のポイント
　お持ちのマイナンバーカードを、健康保険証として利用できるように申し込みを行った後、マイナポ
イントの申し込みをすると7,500円分のポイントを受け取ることができます。
　まだ健康保険証としての利用申し込みが済んでいない方については、マイナポイントの申し込みの際
に一緒に申し込むことができます。
※�マイナポイント申し込み開始より前に、マイナンバーカードの健康保険としての利用申し込みを行っ
ていた方も対象です

③「公金受取口座の登録」　7,500円分のポイント
　ご自身の預貯金口座を国（デジタル庁）に登録した後、マイナポイントの申し込みをすると7,500円分
のポイントを受け取ることができます。
　なお、マイナポイントの申し込み完了後に、公金受取口座の登録をすることもできます。

【休日窓口でのマイナポイント申し込み支援について】
　毎月第２・第４日曜日の午前中に市役所本庁にて開設している休日窓口においても、マイナポイント
の申し込みを支援していますので、ご自身で設定が難しい場合はご利用ください。
■問市民課市民年金室（市役所本庁■内2211）

　荒川地域の切田区では、太鼓やビニール提灯などを整備しました。

宝くじの助成金とは
（一財）自治総合センターは、宝く
じの社会貢献広報事業として、地域
社会の健全な発展と住民の福祉向上
を目的にさまざまなコミュニティ活
動を助成しています。

■問市民課自治振興室（市役所本庁■内5110、5111）

【令和４年岩船大祭のポスターとDVDを頒布します】
■場岩船連絡所
■￥ポスター500円（１枚）
　DVD　　500円（１枚）
■問岩船まつり保存会事務局
　（岩船連絡所内☎56−7001）

記事ID　0070433記事ID　0052905

記事ID　0038657

・マスクを正しく着用すること
・手洗い・手指消毒を徹底すること
・大声で会話をしないこと
・人との間隔を保ち、密集を避けること
・滞在時間を短くすること

規制区域 規制期日・時間
露店開設区域 18日㈫午前11時～

20日㈭午後11時

屋台運行区域

19日㈬午前７時～正午、
　　　午後９時～10時30分

19日㈬午前７時～午後７時

19日㈬午前11時～
20日㈭午前０時

縦新町 中新町
上浜町

八日
市

上の山

下浜町

下大
町

北浜町

三日
市

上大
町

上町

岸見寺
町

新
田
町 横

新
町

地
蔵
町

臨港道路

岩船港
大橋

岩船港線

明神橋

石

川

岩
船
弁
天
橋

石船神社
いわ ふね

臨時
駐車場

漁協
●

岩船郵便局
●

縦新町
公民館
●

岩船
連絡所
●

岩船
保育園
●

●
岩船小学校

■問【露店開設による交通規制について】地域経済振興課経済振興室（市役所本庁■内3611）
　【屋台巡行による交通規制について】岩船大祭運営委員会（☎56−7001）マイナポイントの申し込みに

ついてはこちら
　

健康保険証としての利用申し込み・
公金受取口座の登録はこちら
　

※町内名は一部略称です※町内名は一部略称です

〈有料広告〉

市報むらかみや市ホームページに
有料広告を掲載してみませんか？
　市報むらかみは、毎号24,100部を発行。ホーム
ページのトップページには月に平均４万件以上の
アクセスがあります。申し込み方法など、詳しく
はお問い合わせください。
■問�■申企画戦略課企画政策室（市役所本庁■内3812）

記事ID　0042114、0022022
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…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中 記事 ID 0066238

8/18～
9/16

8/18
～ 21

9/5

9/11

地域の魅力を次世代へ
学生インターン事業（大毎集落）

トップ選手として技術もメンタルも強化
2022年スケートボード強化指定選手夏期合宿（村上市スケートパーク）

プロダンサーと一緒にダンス
講演ダンス指導（さんぽく小学校）

23年ぶりの入賞に向けて
村上市駅伝チーム、大会に向けて練習に熱が入る（山辺里農村環境改善センター）

　地域の魅力を次世代につなぎ、未来を考えるきっかけ
作りとするため、都市部の学生３人を受け入れて学生イ
ンターン事業が行われました。
　お宅訪問や作業のお手伝いをしながら交流を深め、家
族のように迎えてくれることに幸せを感じると話す学生
たちは、体感した魅力を集落へ還元し共有するため、自
分たちの手でパンフレットのようにまとめるアイデアを
出し合っていました。

　スケートボード国内強化指定選手17名が村上市スケー
トパークで夏期合宿を行いました。
　普段はライバル同士の選手たちですが、合宿期間中は
選手同士が教え合い、お互いの可能性を引き出しあう姿
が随所で見られました。
　最終日では一部公開練習が行われ、今回の豪雨災害に
遭われた被災者へ、コーチ・選手たちの思いが寄せられ
た国旗を市長が受け取りました。

　全国の学校で講演やダンス指導を行っているプロダン
サーの中

なか

澤
ざわ

利
とし

彦
ひこ

さんによる、全校児童へのダンス指導が
行われました。
　校歌に合わせたダンスを地域のイベントなどで披露す
る子どもたちは、中澤さんからの指導を受け「恥ずかし
がらずに堂々と、楽しく踊りたい」と話してくれました。

　10月16日に開催される、新潟県駅伝大会に向けて、村
上市（関川村含む）駅伝チームが選手登録の選考会を兼ね、
山辺里地区でタイムトライアルを行いました。
　これまで選手たちは、村上市スペシャルアンバサダー
の永

なが

田
た

務
つとむ

さんを中心に、社会人から大学生、高校生、中
学生が集まり、定期的に練習を積み重ねてきました。
　監督の鈴

すず

木
き

勇
ゆう

一
いち

さんは「地元を元気づけるためにも、
ぜひ良い走りをしてもらいたい」と話し、選手の活躍に
期待していました。

▲参加選手からのメッセージ「がんばろうむらかみ」

▲楽しく踊る子どもたち

▲健闘を誓う村上市の代表メンバー▲左から渡辺さん、伊藤さん、新村さん、岡田さん

▲郷土料理「しそ巻き」作りを体験

全国大会に出場した中学生たち
　この夏行われた各種全国体育大会において、本市中学生が活躍！それぞれの大会結果をお知らせします。

県小学生４×100ｍリレーの頂点に
第12回新潟県小学生陸上競技選手権大会（新潟市陸上競技場）

　９月４日に行われた第12回新潟県小学生陸上競
技選手権大会で市内の小学生が大活躍。男子４×
100ｍリレーで見事１位になりました。
　走者は、アルビレックスRC・県北に所属する
渡
わた

辺
なべ

陽
ひゅうが

雅さん（保内小学校５年生）、伊
い

藤
とう

孝
たかし

さん（村
上小学校５年生）、新

しん

村
むら

優
ゆ

月
づき

さん（胎内市：乙小
学校５年生）、岡

おか

田
だ

寿
じゅ

希
き

也
や

さん（岩船小学校６年生）
の４人。４人中５年生が３人というチーム編成な
がら、２位に0.03秒差で１位を勝ち取りました。
（記録：55秒25）
　岡田さんは「がんばって勝ち取ったこの結果を、
被災地へのエールとして届けたい」と話し、新潟
アルビレックスＲＣの植野コーチは「入賞のイ
メージはあったが、それ以上のがんばりを見せて
くれた。日ごろから仲間同士、高め合ってきた努
力のたまもの」と話してくれました。
　なお、岡田さんは、小学６年男子100ｍでも１
位になりました。（記録：12秒45）

伊
い

與
よ

部
べ

美
み

友
ゆう

 さん
村上第一中学校３年生

第16回全国中学生
少林寺拳法大会

組演武準決勝進出
団体演武ベスト８

横
よこ

井
い

小
こ

春
はる

 さん
村上第一中学校２年生

第16回全国中学生
少林寺拳法大会
単独演武出場

高
たか

村
むら

美
み

來
く

 さん
村上第一中学校２年生

第16回全国中学生
少林寺拳法大会
組演武12位

団体演武ベスト８

横
よこ　い　　こ　ゆき

井小雪 さん
村上第一中学校１年生

第16回全国中学生
少林寺拳法大会

組演武準決勝進出
団体演武ベスト８

佐
さ

藤
とう

宥
ゆう

成
せい

 さん
山北中学校２年生

第64回小学生・中学生
全国空手道選手権大会

ベスト16

岩
いわ

崎
さき

衣
い

千
ち

香
か

 さん
岩船中学校１年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会

団体演武ベスト８

小
お

野
の

美
み

鈴
すず

さん
村上東中学校3年生
第16回全国中学生
少林寺拳法大会

団体演武ベスト８
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む
ら
か
み
互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
は
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
住
民
主
体
の
助
け
合
い
の
し

く
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
協
議
体
で
す
。
ま

だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
集
ま
る
機

会
は
少
な
い
で
す
が
、
各
町
内
で
の
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

岩
船
上
町
区
で
は
、
地
域
高
齢
者
の
支
え

合
い
の
必
要
性
を
考
え
、
新
し
く
「
サ
ポ
ー

ト
部
」
が
で
き
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
部
で
は

ま
ず
、
み
ん
な
で
集
ま
る
場
を
つ
く
り
、
住

民
同
士
が
気
軽
に
話
を
し
た
り
、
ど
ん
な
困

り
ご
と
が
あ
り
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の

か
を
聞
い
て
い
こ
う
と
、
お
茶
の
間
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
た
ち
が
で
き
る

事
を
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
辺
里
地
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
夏
休
み
に
小
学

生
や
そ
の
保
護
者
に
『
互
近
所
フ
ラ
ワ
ー
』
や

『
地
域
で
の
助
け
合
い
』
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
い
、
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
制
作
し
た
作
品
は
、
地
区
の

文
化
祭
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
個
性
あ
ふ
れ
る
互
近
所
フ
ラ
ワ
ー
と
支

え
合
い
の
輪
で
満
開
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

互
近
所
さ
さ
え
～
る
隊
で
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
助
け
合
い
の
輪
が
広
が
る
よ
う
自
治
会

な
ど
で
座
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
あ
っ
た
助
け

合
い
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　今月号は、宿泊業を営む「いろむすびの宿」を
取材。平成31年4月開業し、従業員は7名。山、川、
海、田、畑に囲まれた村上の有形・無形の地域の
宝物（地域資源）をちりばめたお宿です。
　地域のかかさ（お母ちゃん）の手仕事が光る天
然山菜料理をふるまい、四季折々、心豊かな帰省
体験と田舎の暮らしを提供しています。今回は、
そこにお勤めの古林さんにお話を伺いました。

いろむすびの宿
（佐々木808-23）
☎62-7147

Ｗ

起
業
の
き
っ
か
け
は

　

大
学
卒
業
後
、
夫
の
拓
也
さ
ん
と
結
婚
し
、

東
京
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
都
内
で
の
子

育
て
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
で
、
地
方
で

起
業
し
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
、

村
上
市
で
山
菜
販
売
を
行
っ
て
い
た
伯
母
か
ら

起
業
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
案
さ
れ
、
村
上
市
に
移

住
し
、
夫
や
叔
母
ら
と
と
も
に
株
式
会
社
い
ろ

す
む
び
を
起
業
し
ま
し
た
。

Ｗ

仕
事
の
内
容
は

　

宿
の
予
約
受
付
や
、
清
掃
作
業
、
来
客
前
の

宿
の
準
備
状
況
チ
ェ
ッ
ク
、
接
客
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

Ｗ

こ
の
仕
事
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は

　

荒
川
の
鮭
釣
り
の
お
客
さ
ま
な
ど
、
全
国

津
々
浦
々
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
と
出

会
い
、
村
上
の
良
さ
を
存
分
に
感
じ
て
も
ら
え

る
こ
と
や
、
近
隣
の
お
客
さ
ま
に
は
地
元
の
人

で
も
気
づ
か
な
か
っ
た
地
域
の
魅
力
に
出
会

い
、
あ
ら
た
め
て
地
域
の
良
さ
に
触
れ
て
い
た

だ
い
た
時
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

Ｗ
私
生
活
と
の
調
整
は
つ
い
て
い
ま
す
か

　

自
営
業
な
の
で
、
私
生
活
と
仕
事
が
混
同
す

る
と
き
も
多
い
で
す
が
、
自
営
業
な
ら
で
は
の

時
間
の
融
通
を
き
か
せ
調
整
を
取
り
な
が
ら
、

家
族
と
過
ご
す
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

Ｗ

休
日
の
過
ご
し
方
は

　

家
で
家
族
と
過
ご
し
た
り
、
近
所
を
散
歩
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
村
上
の
温
泉
施
設
は
、
日

帰
り
入
浴
で
き
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
観
荘
や

シリーズ㉛

私が輝く職
と こ ろ

場

古
ふる

林
ばやし

紗
さ

代
よ

 さん
（坂町/37歳）

　地元で働きたいという理由で入社した、
産休・育休を経て職場復帰したなど、社会
進出した女性従業員を紹介しています。

豪雨水害の影響で営業を休止して 
いましたが、今月から営業を再開。 

がんばろう!!村上

む
ら
か
み
互ご

近
所
さ
さ
え
～
る
隊

	

～
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
つ
な
が
り
を
～

は
ぎ
の
や
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

Ｗ

好
き
な
食
べ
物
は

　

お
米
。
特
に
、
農
事
組
合
法
人
せ
せ
ら
ぎ
が

作
る
岩
船
産
こ
し
ひ
か
り
「
侍
米
」
は
、
お
米

本
来
の
旨
味
が
強
く
、
お
か
ず
無
し
で
も
美
味

し
い
。
い
ろ
む
す
び
の
宿
の
食
事
で
も
使
用
し

て
い
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
い
そ
べ

食
堂
さ
ん
、
な
ご
道
さ
ん
、
天
ぷ
ら
斉
藤
さ
ん

な
ど
に
家
族
で
よ
く
出
か
け
ま
す
。

Ｗ

今
後
の
目
標
を

　

仕
事
面
で
は
、
会
社
の
管
理
部
門
を
担
当
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
経
理

や
人
事
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
高
め

て
い
き
た
い
で
す
。
家
庭
で
は
、
子
ど
も
達
に

の
び
の
び
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
、

一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
４
３
２
）

記
事
ID
０
０
３
５
４
９
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

村上市食材PRプロジェクト
こちらで村上の食材を紹介しています。

やわ肌ネギの
マカロニグラタン

【材料（２人分）】 ☆＝村上の食材

　マカロニ�･･･････････ 60㌘
☆やわ肌ネギ�･･････････１本
　生クリーム�･･････ 大さじ３
　牛乳････････････ 大さじ３
　塩･････････････････ 少々

　こしょう�･･･････････ 少々
　ピザ用チーズ�････ 大さじ２
　パン粉�･･････････ 大さじ１
　サラダ油�････････ 大さじ１

※事前にオーブンを170℃に予熱する
①��やわ肌ネギはマカロニの長さ程度の太めの白髪ねぎを作り、
水にさらし、柔らかくなるまで茹でザルに上げておく。

②�マカロニを表示時間どおりに茹でる。
③��フライパンに生クリーム、牛乳を入れて弱火で温めながら、
塩、こしょうで味を調え、マカロニ、やわ肌ネギを加え温め
バットに移す。

④��③の上にピザ用チーズ、パン粉を乗せて170℃のオーブンで
10～15分ほど焼く。

ネギの切り方は、時期に応じて
工夫してください。

お茶の間で、住民同士が気軽に話をし
たり、どんな困りごとがあるのか話し
合う機会をつくりました。

夏休みを利用し、地区の小学生やその
保護者に『互近所フラワー』や『地域
での助け合い』について、普及活動を
しました。
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■中央図書館10月の休館日
　３日、11日、14日、17日、24日、31日
■中央図書館の開館時間
　・火～金曜日　　　　午前９時～午後７時
　・土・日曜日、祝日　午前９時～午後５時

◆�れんげ出合茶屋（泉
いずみ

ゆたか）
◆�うさぎの町の殺人（周

しゅう

木
き

律
りつ

）
◆�職場の困った人対応マニュアル（援

えん

川
かわ

聡
さとる

）
◆�古着で作るぬいぐるみ（金

かね

森
もり

美
み

也
や

子
こ

）
耳で読む読書　～朗読CDの紹介～
◎�働く女（群

むれ

ようこ/著、里
さと

村
むら

奈
な

美
み

/朗読）
◎�蟹工船（小

こ

林
ばやし

多
た

喜
き

二
じ

/著、若
わか

山
やま

弦
げん

藏
ぞう

/朗読）

○�科学って何のためにあるの？（DK社
しゃ

）
○�おぼえようバドミントンのルール（上

うえ

田
だ

敏
とし

之
ゆき

）
○�生き抜け！（山

やま

口
ぐち

理
さとし

）
○�救助犬の弟子（堀

ほり

直
なお

子
こ

）
○�わんわんハロウィーン（高

たか

林
ばやし

麻
ま

里
り

）
○�パンしろくま（柴

しば

田
た

ケイコ）
○�ねずみさんのパンツ（t

ツ ペ ラ ツ ペ ラ

uperatupera）

◆…一般書　○…児童書 問い合わせ 中央図書館　☎53−7511
中央図書館
ホームページ

○
異
常
気
象
図
鑑

　
（
平ひ

ら

井い

信の
ぶ

行ゆ
き

）

◆�

家
呑
み
サ
イ
コ
ー
つ

ま
み

　
（
市い
ち

瀬せ

悦え
つ

子こ

）

◆
あ
の
子
と
Ｑ

　
（
万ま

城き

目め

学ま
な
ぶ）

◆
事
件
は
終
わ
っ
た

　
（
降ふ
る

田た

天て
ん

）

対象者
・�平成16年４月２日以降に生まれた児童など（障
がい児の場合、平成14年４月２日以降）を養育
している世帯
　※�令和４年９月30日までに生まれた児童のいる
世帯が対象

・�令和４年３月31日を基準日として村上市に住民
記録されており、申請日まで引き続き村上市に住
民記録されている世帯
・�令和４年度の父母などの市民税所得割額の合計が
保育園副食費の徴収免除対象者と同等以下である
こと
　※�父母などの市民税所得割合計額が57,700円未
満の世帯

申し込み
　10月31日㈪までに本庁こども課または各支所地
域振興課地域福祉室まで申請書を提出してくださ
い。

支給額
　１世帯50,000円

その他
・�令和４年度低所得の子育て世帯に対する子育て世
帯生活支援特別給付金の支給を受ける世帯は対象
外となります。
・�申請後、１月以内を目途に支給（不支給）の決定
通知書を郵送していますが、届かない場合はお問
い合わせください。

子育て世帯未来応援特別給付金（第２弾）
申請はお済みですか

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費などの物価高騰などの影響に直面する低
所得の子育て世帯に対して、給付金を支給しています。

問い合わせ こども課子育て支援室　☎53−2111（内線2542、2543） 記事 ID 0064206

人口と世帯数
（９月１日現在）

人　口 56,303人（−80）

男 27,062人（−40）

女 29,241人（−40）

世帯数 22,411世帯（−21）

※（　　）は前月比
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※８月 11 日から９月 10 日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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みあみあちゃんちゃん

好物好物 いちご

大工さん夢夢

かいるかいるくんくん
好物好物 ぶどうとみかん

白バイの運転手夢夢

Twitter LINE Facebook YouTube

▶今号では９月にリニューアルした市公式LINEアカウントについ
て、掲載しています。受信設定で自分の欲しい情報を選択できるよう
になり、新しい機能も追加しています。今後も利便性の高いSNSを
目指してまいりますので、友だちの追加をお願いします。また、周り
で知らない方がいればぜひご紹介ください。（八藤後）

編集後記

集まれ！むらかみ元気スマイル
　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日�④保護者氏名
⑤電話番号�⑥写真（5MB以内）
をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

申し込みは
こちらから

森川陽
はる

ちゃん（奥）� H27.11.23生

亮
り

智
と

くん（中）� H29.7.20生

櫂
かい

くん（前）� R3.8.9

　　　（荒島）

板垣結
ゆ

愛
あ

ちゃん　R4.4.22生

　　　（飯野桜ケ丘）
鈴木美

み

凪
な

ちゃん　R3.7.7生　　　（羽黒町）

廣井秋
あ

心
こ

ちゃん　�R3.10.14生
　　　（南町二丁目）

今月はみのり保育園
のこの2人

9/3 色鮮やかによみがえったしゃぎり屋台
令和の大修理を終えお披露目（瀬波浜町）

　３年ぶりの開催となった瀬波大祭。コロナ禍と今夏の豪
雨により露店中止や規模を縮小した形での開催でしたが、
参加者も沿道で見守る人も笑顔で大祭を楽しみました。
　瀬波浜町では平成29年から６年間の大修理を終えた
しゃぎり屋台を初披露。きらびやかに生まれ変わったしゃ
ぎり屋台は一番屋台として、堂々と瀬波の街道を練り歩き
ました。


